



































































及び道具的攻撃に分ける Crick ＆ Dodge（1996）の考
えを発展させた。具体的には，反応的攻撃を表出性攻
撃と不表出性攻撃に分類し，道具的攻撃に関してはそ
















































































































東北地方 X県の公立中学校 1校の 1～ 3年生 12学
級の生徒 393名が対象者とされ，うち有効回答数は
386名（男子 183名，女子 203名；1年生男子 53名，




























　　       　Figure 1　本研究の仮説モデル





































































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
第Ⅰ因子：教師の無配慮　（α ＝ .89）
先生がていねいにわかりやすく教えてくれなかった。 .79 － .08 － .01 .56
先生から，自分と他人を比べるような言い方をされた。 .78 .01 .01 .62
先生が自分を理解してくれなかった。 .76 .02 .01 .58
先生がえこひいきをした。 .74 .00 .01 .59
先生のやり方や，ものの言い方が気に入らなかった。 .73 － .14 .04 .50
先生から無視された。 .63 .13 － .10 .60
先生にうらぎられた。 .63 .11  － .09 .60
自分は悪くないのに，先生からしかられたり注意されたりした。 .60 .07 .05 .47
授業の内容や先生の説明がよくわからなかった。 .46 － .08 .24 .36
第Ⅱ因子：友人からの侵害　（α ＝ .85）
誰かにいじめられた。 － .07 .82 － .03 .56
友達にばかにされた。 .02 .75 .11 .66
友達から悪口を言われた。 － .01 .75 .08 .62
クラスの友達から，仲間はずれにされた。 .11 .64 － .07 .48
友達に暴力をふるわれた。 － .09 .62 － .02 .36
クラスの異性からきらわれた。 .09 .56 － .01 .41
第Ⅲ因子：学業に対する自信のなさ　（α ＝ .80）
試験や通知表の成績が悪かった。 － .04 － .02 .83 .55
親や先生から期待されるような成績がとれなかった。 － .08 － .02 .79 .53
がんばって勉強したが，成績がのびなかった。 .00 .00 .66 .40
人が簡単にできる問題でも，自分にはできなかった。 .06 .03 .60 .49
授業中，指名されても答えることができなかった。 .04 .09 .45 .39
試験や成績のことが気になった。 .09 － .01 .44 .28
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ － .47 .38






























=.16， p <.001）とほぼ相関はなく，学校忌避的感情（r 
=.19， p <.001），教師の無配慮（r =.35， p <.001），友人
からの侵害（r =.20， p <.001）とのそれぞれの間に低
い正の相関が認められ，本来感との間には低い負の相
関（r = － .20， p <.001）が認められた。学校忌避的感
情と他の尺度との関連については，教師の無配慮（r 
=.51， p <.001）と友人からの侵害（r =.51， p <.001）の
間に中程度の正の相関が認められ，学業に対する自信















































関係性攻撃 学校忌避的感情 教師無配慮 友人侵害 学業自信無
本来感 － .20*** － .52*** － .29*** － .31*** － .26***
関係性攻撃 　 .19*** 　 .35*** 　 .20*** 　 .16***
学校忌避的感情 　 .51*** 　 .51*** 　 .38***
教師無配慮 　 .43*** 　 .37***
友人侵害 　 .35***
*p < .05　　**p < .01　　***p < .001
折笠・庄司：中学生の学校ストレスが学校忌避的感情と関係性攻撃に与える影響，及び，本来感によるストレス低減効果 23




慮へのパス係数（－ .29， p <.001），友人からの侵害へ
のパス係数（－ .31， p <.001），学業に対する自信のな















































本 来 感 友人侵害
学業自信無 関係性攻撃
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The effects of school stress of junior high school students on Feelings of reluctance to go to 
school and relational aggression, and its decrease effect by their Sense of Authenticity.
Kuniyasu Orikasa (Koriyama Women’s  University)
Ichiko Shoji (Human Care Science Graduate School of Comprehensive Human 
Sciences University of Tsukuba)
The effects of school stress of junior high school students on Feelings of reluctance to go to school and relational 
aggression, and its decrease effect by their Sense of Authenticity was discussed in this study. Junior high school students 
(n=393) completed a questionnaire. A hypothesized model was investigated by utilizing structural covariance analysis. 
Results indicated that the all factors of their school stress showed a significant positive influence on the feelings of reluctance 
to go to school, but only the only factor of their school stress of the student’s teacher recognition of thoughtlessness showed a 
significant positive influence on the relational aggression. The sense of authenticity showed a negative influence on the all 
factors of their school stress and Feelings of reluctance to go to school.
Keywords : sense of Authenticity, school stress, feelings of reluctance to go to school, relational aggression, junior high 
school student
